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平成 1９年度（ 特別委員会〔講師育成プロジェクト〕 ）活動報告 
委員長◎川口眞理子 委員名 足立千賀子 長谷川喜久美 路野富子  

              
１．委員会開催状況  

開催日 議 題 内   容 出席委員名 

5，21 今後の活動 

計画 

①今後の展開 ②ホームページの活用 

③学会発表  ④役割分担の確認 

足立・長谷川・路野・

川口 

8，1 認定者育成 

 

研修計画 

①6ブロック 2名の指導進行状況 

 講演見学予定者 稲葉氏白倉氏 

②第 2回学習会の計画 

③長谷川氏転勤に伴う役割分担の変更 

④8月思春期学会（足立）発表 

足立・路野・川口 

9，26 学習会企画 ①人材育成のための研修会企画 

日時・講演者・等企画  

広報・依頼書等発行 

②評価表の作成 

クリニカルラダー等参考にする 

足立・路野・川口 

10，23 認定者育成 

  

 

学習会企画 

 

①認定予定者の講演見学 

②認定後の講演評価（岩田氏保護者編） 

③評価表の使用 

④学習会役割分担 

⑤タイムスケジュール作成 

足立・路野・川口 

11，10 第 2 回学習会 「性教育実践講座」 

千葉市文化センターセミナー室 

参加者 47 名（会員 31・非会員１６） 

講師：浅井春夫先生 

「子どもの性的発達と性のアドバイス」 

川口眞理子 

「特別支援学級児童生徒への性教育実践」

足立・長谷川・路野・

川口 

1，17 学習会反省 

認定講習企画 

①学習会は内容等満足できた 

②認定者選出 今年度は 5名 

③タイムスケジュール作成 

足立・路野・川口 

2，3 認定講習会 第 3回認定講習会 2月 3日認定講習会 

参加者 25 名 

①性教育の現状  川口 

②演習 5 名 

二次性徴・思春期の悩み・中絶と避妊 

性感染症・教材作成と活用 

③評価 参加者に評価してもらう 

    演者が後日集計提出 

④認定式 認定者 5名 

（19 年現在 認定者 19 名） 

足立・路野・川口 

3，10 次年度計画 次年度計画 メール打ち合わせ 
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２．Ｈ19 年度委員会目標に対する結果･評価 
 

目 標 内  容 結果・評価 

 講師としての

人材育成 

         

 

 

 

 

１、各ブロック２名以上の認定

者を育成する。 

 

 

 

 

 

２、認定後研修指導 

３、学習会の開催 

 

４、認定講習会の開催 

①４ブロック１名 ５ブロック２名 

６ブロック２名の認定者を出すこと

が出来た。 

②講演見学に関してのホームページの

活用は出来なかった 

講演見学希望者から直接の見学依頼

があった。 

①認定者の事後指導 

①第 2回学習会４７名の参加 

 充実した内容であった。 

①第 3回認定講習２５名 

  認定者 5名 

講師育成マニュ

アルの評価検討 

１、評価表の作成 

２、講習会受講記録用紙の作成 

①数値で評価可能なものとした 

②認定後の評価表の作成 

③年間の講習受講記録の作成 

教材の作成 

 

教材の作製・販売 ①今年度は教材作成はなかった 

②講演で使用できる教材の購入 

会員への理解 ①講師育成巡回説明 

②大潮に活動報告 

今年度は活動なし 

学会等の発表 プロジェクト活動広報 

 

 

①8 月 23 日（東京、慈恵医大） 

日本思春期学会発表  

②学習会への参加呼びかけ 

行政 特別支援学校等 

 
 

３．次年度（Ｈ20 年度）課題 

 

１、今後の育成計画 

（講師育成プロジェクトとしては平成 20 年をめどに終了し、その後は各ブロック単位の育成を目指し

たい） 

 現在の認定者は 25 名  

 今後は 3ブロック 7ブロックの認定者を育てる 

 

２、事後研修のあり方 スキルアップ 

  ①学習会の内容充実 

  ②認定者の事後学習の報告 その後の評価 

 

３、データー処理 

 


